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　　　　　　　　　　行動分析学の理論的枠組 （2） オペ ラ ン ト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤方哉

　　　　　　　　　　　　　　　　　 （慶應義塾大学）
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ド：オ ペ ラ ン ト行動の 分析単位 ・オペ ラ ン トの 定義 ・
オペ ラ ン トの 種類 ・理 論的行動分析

　　　　　　　　　　 目的

　 行動分析学 の 理 論 的枠 組 は三 項随伴性で ある こ

とは 自明 で あ るが 、それ以上 の 詳細は必ず しも確立

され て い ると は い え な い 。

　私 見 に よれば、ラ ッ トや ハ トに よりオペ ラ ン ト

行動の 基 本的制御変数を 同定する作業は もはや完了

し、こ れ か ら は ヒ トの 日常場面 に おける さまざまな

行動の 分析 に 努めねば な らな い ． そ の た め に は、三

項随伴性を基本と しなが らも、よ り細部に わた っ た

理論的枠組か 必要 と され る。

　 こ の よ うな 見地か ら、今回 は、前回 の 弁別刺激

に 引き続 き、行動 の 単位 と して の オ ペ ラ ン トの 理論

的分析を試み る 。

　　　　　　　 理 論 的分析

オ ペ ラ ン トの 定義に は次の よ うなもの が あ る。
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： 強化随伴性 に よ っ
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　 下で 等 しく強化 を得 る こ とが で き る す べ て の

　 成員か らな る反応 の クラ ス 。
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定 の 反応 クラ ス
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旦achhlL （旦望璽 の．定義 ： あ る共通 の 効果 を もつ す

　 べ て の 反応 。

Power撫 坐 Ω sbor11 Ω．（1塑 ）」の 定 義 ： そ の 結果 に より

　 制御 され て い る反応の クラ 入 ，

圸 nstou ＆ ．麺 藍（⊥塑 Lの鐘 ： 共通 の 環

　 境的効果の クラ ス との 機能的関連 に よ っ て規

　 定された．反応 の クラ ス 。

　多 くの 定義で 用 い られ て い る クラ ス（clasS ）と い う

語は、 「共通 の 性質を もつ もの の 集ま り」 と い う意

味で ある。したが っ て 、こ れ らの 定義か ら、オ ペ ラ

ン トとは、強化随伴性あ る い は結果な い し効果が等

しい 反応 の集ま りとい うこ と に なる 。 こ の 「強化随

伴性あるい は結果な い し効果が等 し い 」 と い う こ と

をどの レベ ル で と らえるか に よ り、分析の 単位 とし

て の オ ペ ラ ン トに は 、少な くと も以下 の 4種類が 区

別されね ばな らな い （表 1）。 従来 、 主 と して実験 的

に分析 され て きた の は 、 特定強化 子特定弁別刺激 的

オ ペ ラ ン トの みと い うこ とが で きよ う。
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　 ．ン」1 ： 例えば 、般 化模 倣 オペ ラ ン ト、ル ール

　支配オペ ラ ン ト、マ ン ド等 。

表1 分析単位として の オ ペ ラ ン トの 種 類
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